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研究成果の概要（和文）：今日貿易の自由化が進展するなかで、技術的貿易基準（安全基準、品質・性能基準、環境基
準など）が非関税貿易障壁としてクローズアップされるようになってきている。本研究では貿易データ及び技術的貿易
措置のデータの構築や多国間、市場、企業、消費者レベルで実証分析を行い、技術的貿易措置としての残留農薬・動物
医薬品基準により食品貿易が低下することや、国際基準としてのISO基準を採用することで企業の技術水準や輸出が増
加すること、及び消費者が国産食品やより高い残留農薬・動物医薬品基準を求めることを実証した。

研究成果の概要（英文）：As trade liberalization proceeds today, technical regulations such as safety stand
ards, quality/performance standards, and environmental standards, have been increasingly important. This r
esearch built databases on trade and technical regulations, and conducted empirical analyses at the cross-
country, market, firm
and consumer levels. We found that pesticide residue standards and veterinary drug standards as technical 
regulations tend to reduce trade that ISO standards as international standards encourage firms' technologi
cal level and export, and that consumers demand domestic food products and those with more stringent pesti
cide residue and veterinary drug standards.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今日開発途上国を含めた全世界で貿易の自

由化が進展するなかで、技術的貿易基準（安
全基準、品質・性能基準、環境基準など）が
非関税貿易障壁としてクローズアップされ
るようになってきている。しかしながら、こ
れらの問題に対して具体的な実証分析が十
分に行われてきていない。よって本研究では、
FTA などの貿易自由化の動向の分析とともに、
技術的基準や様々な規制等の影響の定量分
析を行い、より効率的な制度の設計を試みる。
また、輸出国生産者が国際基準を満たす努力
により、輸出増加や高技術化の進展といった
メリットがもたらされる点も重視し、定量分
析による実証を試みる。 

 
２．研究の目的 
本研究では貿易データに加えて定量的及び

記述的な技術的貿易措置のデータを収集し
実態への理解を深める。実証分析においては、
種々の技術的貿易措置が多国間の貿易フロ
ーに与える影響（貿易障壁効果）を推定する。
また、これらの措置が貿易国経済の財市場、
要素市場、厚生に与える影響を推定し、効率
性や経済発展の視点から望ましい制度デザ
インを提示する。さらに、ミクロレベルで輸
出国企業のコンプライアンスの決定要因や
結果として得られるメリット、輸入国消費者
のコンプライアンスに対する追加的価値付
けを推定する。本研究ではとりわけ途上国に
おいても急速に広まっている食品安全規格
HACCP（農業製品）および、国際規格 ISO9000、
ISO14000（工業製品）に着目する。 
 
(1) 学術的な特色・独創的な点 
データ収集を行うことにより、国、措置の

種別や産品ごとに技術的貿易措置の実態を
体系的に把握できるようになる点。複数の分
析アプローチを駆使することにより貿易措
置の短期的、長期的な費用と利益を多面的に
示し、また、それぞれの分析手法についても
短所を克服し分析の精度を増す点。また、今
まで知られていなかった生産者のミクロレ
ベルでのコンプライアンス行動やメリット
を分析する点。消費者の安全・品質・性能・
環境基準に対する実際に輸入市場で起こり
うる需要の変化も予測しようとする点。 
 
(2) 予想される結果と意義 
概して技術的貿易措置のデータは乏しく、

経済分析もまだ発展の余地が大きいのでデ
ータ収集そのものの意義が大きい。とりわけ、
先行研究が希少なアジアに重点をおくこと
で国際市場のなかで重要な位置を占め、また
FTA の発展が顕著な当該地域の地域統合のあ
り方を提言できる。また、現状の認識が曖昧
なため政治的な対処が先行していた貿易問
題に対して、様々な政策シナリオを検証する
ことにより、技術的貿易措置に関する客観的
な判断材料が提供できる。このようなシナリ

オ評価に基づき技術的貿易措置の国際標準
化の是非や技術的措置が過剰な貿易障壁と
ならないよう、漸次的な制度デザインを提供
できるようになる。さらに、長期的には貿易
や輸出国の経済発展、消費者の輸入品に対す
る信頼の獲得につながるような産業政策を
提案できると考える。 
 
３．研究の方法 
本研究では、技術的貿易措置の各国経済へ

の影響と、企業及び消費者のコンプライアン
スに関する行動及びそのメリットについて
経済分析を行う。下の図に示したように、そ
れぞれの分析ユニットで必要なデータを収
集し、ユニットごとに分析を行う。さらに、
連携しているユニット間では結果の共有を
行い、連携的な分析を進める。最後に全ユニ
ットの結果を総合し、多面的に消費者安全と
経済発展に向けた制度設計を提案する。4 年
間の研究期間のうち前半は主にデータの収
集及びデータ分析と実態の把握を重点的に
行い、後半に研究の完成及び学会等での結果
の公表を重点的に行う。 
 

(1) 貿易・市場分析 
グラビティモデル分析等の国レベルの貿易

分析によりFTAの影響や技術的貿易措置の多
国間貿易フローに及ぼす影響を推計する。市
場分析ではグラビティモデル分析やCGE分析
では扱うことのできない特定の財の市場で
の受給変化や厚生効果について分析する。 
 
(2) 企業・消費者のコンプライアンス分析 
企業・消費者のコンプライアンス分析では、

まず、生産者が国際基準や相手国の基準へ準
拠することにより、市場シェアを拡大したり
高品質化を実現したりする動的変化や長期
的メリットについて輸出企業アンケート調
査を通じて解析する。同時に、消費者に対し
てもアンケート調査を実施し、安全・性能・
品質・環境基準などへ準拠した製品に対する
付加価値である支払意思額をコンジョイン
ト分析により推定し、貿易・市場分析を補完
する。 
 
４．研究成果 
(1) 技術的貿易措置のデータの充実化 
農林水産省が公表している食品安全規制デ
ータと過去の法律改正資料をもとに指標を
作成し、過去 20 年間の規制データベースを
作成した。また、海外研究機関（CIRAD）を
中心とした共同研究を通じて収集した、食品
安全規制データベース（NTM データベース）
を作成した。これは、欧州連合（EU）や 9つ
の EU の主要貿易国の農産品または食品を対
象にした広範囲の輸入規制の詳細がはあく
できる貴重なデータベースである。 
 
(2) 多国間貿易分析 
１つの研究では、規制が輸出入国間で異なる



ことが農産物貿易に及ぼす効果を実証する
ため、NTM 指標と貿易フローの関係をグラビ
ディ分析で推定を行うものである。分析の結
果、植物製品については輸入国が輸出国より
厳しい残留農薬に関する基準（MRL）を課す
る場合、貿易を有意に低下することが明らか
になった。ただし、それ以外の規制について
は貿易との明確な関係は見られなかった。結
果から、少なくとも一部の輸入規制について
は国際的な統一が貿易を増加させることが
言える。また、非関税貿易障壁が広く存在す
る場合でも、関税引き下げが貿易を促進する
有効な手段であることも示された。 
また、もう一つの研究では、様々な基準が

途上国企業の輸出における意思決定に与え
る影響を推計した。世界銀行の技術的貿易障
壁（TBT）データベースを用いて、様々な基
準が企業のインテンシブマージン（輸出量）
及びエクステンシブマージン（輸出先国数及
び輸出品目数）に極めて異なる影響を与える
ことを明確にした。品質基準は輸出量を高め
るだけではなく輸出品目数を増加させるこ
とが分かった。また、ラベル表示義務も輸出
先国数及び輸出品目数を増加させることが
分かった。一方で、認証手続きは輸出先国数
及び輸出品目数を著しく低下させることが
分かった。本研究から、技術的規制の種類に
よって政策対応を変えることの必要性が示
される。交渉において全ての技術的規制の撤
廃を目指すのは適切ではなく、相互認証
（MRA）に向けて認証手続きに関する交渉を
進めることにより規模及び範囲の経済を改
善する。 
さらに、もう一つの研究では技術的貿易措

置を含めた制度的な貿易障壁に着目し、貿易
円滑化の多国間分析をグラビティ分析によ
り 行った。WTO のドーハラウンドで貿易円
滑化に関する検討が開始されたこときっか
けとなり、貿易円滑化の多国間貿易に与える
効果についての関心は高まりつつある。しか
し、貿易円滑化と貿易の関係は輸入国・輸出
国双方の取り組みに依存するため複雑であ
り、明示的に計量分析を行う研究は見られな
かった。本研究は貿易円滑化に関係する各国
の取り組みをその性質により４つの分野（港
の効率性、通関手続きの効率性、規制環境の
透明性、サービス業関連インフラの充実度）
に分けて評価し、それらの指標を用いて貿易
円滑化の貿易フローに対する効果を計量分
析した。これにより、全ての指標について輸
入・輸出国ともに正の効果が見られ、さらに
指標が世界平均以下となる国が平均値との
差違の半分の改善を行った時の工業製品貿
易の総増加額は3,770億ドルにものぼると推
定された。 
 
(3) 市場分析  
技術的貿易措置の一国の生産物市場への影
響については研究が皆無である。本研究では
日本の輸入鶏肉と国産鶏肉に対する日本の

消費者の需要を AIDS モデルでシステムとし
て推計し、農薬・動物医薬品基準の変化に対
する需要の代替または補完的反応を検証し
た。また、鳥インフルエンザ発生時の禁輸措
置による国産・被発生国産鶏肉への代替を観
察しようとした。農薬・動物医薬品基準の規
制強化により中国産、米国産、国産の需要シ
ェアが低下し、タイ産、ブラジル産のシェア
が増加することが分かった。中国への輸入停
止により、ブラジル産、国産のシェアが増加
し、アメリカへの輸入停止によりタイ産、国
産が増加することが分かった。 
 
(4) 国際基準の効果の企業レベル分析 
ISO 規格など国際基準は企業やブランドの評
価を高めるため、より多くの発展途上国の企
業が国際基準を取得するようになってきて
いる。本研究は企業レベルデータに対してコ
ントロールファンクション分析を用いて東
欧・中央アジアにおいて内生的なトリートメ
ントとしての国際基準の取得が企業の輸出
業績を高めることを実証した。国際基準は企
業の輸出を 44.9%増加させることが示された。
また、国際基準取得の自己選択性を無視した
従来のモデルでは処置効果の推定にかなり
のバイアスが生じることも示された。輸入国
における基準や技術的規制は輸出企業、とり
わけ発展途上国の輸出企業の懸念を高める
ようになった。 
 
(5) 消費者分析 
消費者の異なる食品安全基準への反応につ
いては、BSE などに関してわずかに先行研究
が存在するが、研究は極めて少ない。本研究
では、日本の消費者に対して食品安全意識ア
ンケートを実施し、それによりコンジョイン
ト分析により消費者の支払意思額を推定し
た。鶏肉については、鳥インフルエンザ罹患
国や放射能汚染地域の生産に対する負の支
払意思額、動物医薬品基準の準拠に対しては
正の支払意思額が観察された。さらに、日本
の消費者は国産鶏肉に対して非常に大きな
支払意思額を持つことも観察された。これに
より、食品安全基準を厳しく保つことは消費
者には歓迎され、その付加価値により企業が
安全性を高めるために負担する費用をある
程度相殺でき、場合によれば利益率を高める
ことができる可能性も示唆される。 
 
(6) 技術進歩の計測 
経済成長理論が示唆するように技術進歩は
経済成長の中核的要素であり、途上国におい
ても貿易やFDIを通じたイノベーションや技
術移転を活発化する動きがある。国際的な技
術的基準が企業の技術水準を高め、輸出力を
増加させるかどうかについては別の論文で
検証したが、技術進歩を推定する従来の方法
には複数の財や生産要素がある場合に弱み
がある。そこで技術変化を簡素かつ情報に富
むアプローチを提示する研究を行った。指向



ベクトルを用いることにより生産フロンテ
ィアを可視化することにより、それらの全体
的な時間的シフトを完全な形で把握するこ
とができる。この方法により技術変化を計測
する際に不可避とされるサンプル依存性と
非循環性を克服することができる。さらに本
研究の技術変化指数の幾何平均を取ること
で循環性を維持できる。ブラジルアマゾンの
1975-1995 年の農業生産のパネルデータに対
してこの手法で分析を行ったところ、
1975–1985 年及び 1985–1995 年において生産
フロンティアが交差する部分があることが
分かり、これより対象地域での技術変化はヒ
ックス中立的ではないことが示された。また、
品目別に見ると、肉牛及び一年生作物は技術
が進歩し、多年生作物（バナナ）は技術が低
下していることが分かった。平均値では
1975–1995年において0.7%とわずかながらも
技術進歩が見られた。さらに、本指数に比べ
従来のサンプル依存的な技術変化指数は実
際のサンプルデータの分布に影響を受けや
すいことも示された。 
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